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山科区の推計人口○
総人口／135，329人　男性／64，398人　女性／₇0，931人
世帯数／.58，150世帯世帯
平成24年4月1日現在（推計人口）
交通事故／234件（－70）
死者／2人（+1）
負傷者／290人（－84）
火災／5件（＋1）
救急／2，014件（＋189）
平成24年4月15日現在
※交通事故（概数）は、醍醐を含む
※（　）内は昨年同月比

ごみのない美しいまちに！
山科区2万人　まち美化作戦を実施○

6月3日（日）午前9時〜　
少雨決行。雨天中止の場合は6月10日（日）午前9時〜に延期
　各学区の自治連合会
が中心となって、学区
内の道路・河川（遊歩
道など）の一斉清掃や
門掃き、電柱等の違反
広告物の撤去などを
行います。
　山科をより美しいまちにするために、一人でも多くの皆様のご参加を
お待ちしています。
　なお、詳しい取組内容は、各学区の自治連合会または区まちづくり
推進担当までお問い合わせください。
●問合せ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088）
※活動される際は、自動車などによる事故に十分ご注意ください。
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山科区フラワーロード推進事業○
　「山科区フラワーロード推進事業」では、山科区を花と緑でいっぱい
の潤いのある美しいまちにするため、サポーター（ボランティア）の
皆様と区内事業者、行政が協働して花の植栽に取り組み、区民や観光客
の皆様に楽しんでいただいています。月1～2回の活動では、花の植栽
のほか、花苗の育成、腐葉土づくりなどにも取り組み、和気あいあいと
作業しています。

あなたも「花と緑のまちづくりサポーター」として○
参加しませんか?
●対象／区民または区内に通勤・通学の方
●申込方法／はがきかFAX、または来所。
はがき、FAXでの申込の場合は氏名・郵便番号・電話番号・FAX番号（あ
れば）をご記載ください。
〒607-8511（住所不要）山科区役所地域力推進室まちづくり推進担当

「花と緑のまちづくりサポーター」 係までお願いします。
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▼�保健センター前の花壇

▲東部文化会館前の花壇 ▲ ��JR 山科駅前の花壇
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問合せ先／ふれあい“やましな”実行委員会事務局
区まちづくり推進担当（電話592-3088・FAX502-8881）

住民票の写しや印鑑登録証明書などの証明は、地下鉄○
山科駅証明書発行コーナーでも取得できます
月〜金曜日　午前8時30分〜午後7時　土・日曜日　午前8時30分〜午後5時
地下鉄山科駅改札正面ラクトA地下1階（電話502-2255）
※登録原票記載事項証明書の一部及び税関係証明書は、平日午後5時〜
7時、土曜日及び日曜日は、発行しておりません。
　受け付けのみ行い、発行は翌開所日以降（翌開所日が土曜日、日曜日
に当たる時は、次の月曜日以降）になります。

「平成24年度山科区運営方針」を策定しました○
～区民の皆様に親しまれ、信頼され、安心いただける区役所を目指します～
　山科区運営方針では、この1年間に推進していく取り組みなどをまと
め、区基本計画の5つの基本施策ごとに重点取組を紹介するとともに、
区役所各課の目標を掲げています。
　今年度は、
①�区民の皆様へのサービス向上の取り組み及び市税や保険料の適正・

公平な賦課と徴収の推進、
②�区民の皆様との共汗・協働により、まちづくりを進め、生活の安心・

安全をしっかり守る、
③�保健・福祉・子育て支援の充実、の3つの基本方針の下、区民の皆様

の主体的なまちづくりを区がしっかりと支えていく協働の仕組み
づくりや災害に強い体制づくりなど、41の重点取組について、職員が
一体となって全力で取り組んでまいります！
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平成24年度山科区の重点取組
1環境を守り継ぐ
　山科区2万人まち美化作戦、低炭素のモデル地区「エコ学区」事業など
2まちの魅力・観光を磨く
　新たな「陶灯路」の魅力発信事業、「東日本大震災の被災地に山科の
魅力を届けよう！」プロジェクトの実施など
3交通・都市基盤を強化する
　小金塚地域でのバスの試験運行による実証実験事業など
4保健・福祉・子育て支援を充実させる
　フリースペース「“きずな”の家 山科」（仮称）の設置など
5地域のつながりを強める
　区民等のまちづくり活動を支援する「山科“きずな”支援事業」など
●問合せ先／区総務・防災担当（電話592-3066）
運営方針は区ホームページで公開中。冊子は区総務・防災担当で配布

赤十字の活動資金にご協力お願いします○
　東日本大震災をはじめとする大規模な
地震や風水害などの災害に対して、医療
救護活動や救援物資の搬送、義援金の募集
など、いち早い復興を目指した活動を積極
的に行っています。
　日本赤十字社では、毎年5月を「赤十字
月間」として、全国的なキャンペーンや
啓発活動を実施し、赤十字事業を支援して
くださる社員の増強月間を展開しています。
　これらの活動を
一層推進していく
ために、皆様からの
ご支援、ご協力を
お願いいたします。
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●問合せ先／日本赤十字社京都府支部
（電話541-9326）、区まちづくり推進担当
（電話592-3088）

私道の舗装新設・補修工事を行う時、助成をします○
　私道の舗装の新設・補修工事の際に、標準工事費の75％を助成します

（舗装工事に伴う排水施設＝Ｌ型街渠（がいきょ）の新設・補修も含み
ます）。助成の要件など、詳しくは土木事務所・区役所で配布中の手引
きをご覧ください。
●受付期間／5月15日（火）〜8月31日（金）
●問合せ先／東部土木事務所（電話591-0013）

山科消防団総合査閲のおしらせ○
　山科消防団（区内13分団・224名）では、
地震などの大規模災害に備え、小型動力
ポンプによる放水訓練など、日ごろから
厳しい訓練に取り組んでいます。
　今年もその成果を披露するため、山科消防団総合査閲を実施します。
　昨年は大雨の中、一糸乱れぬ規律訓練に、温かい拍手をいただきました。
　地域の安心・安全を担う消防団員の機敏な活動をご覧いただき、皆様
の激励をお願いします。
●日時／5月20日（日）午前9時30分～11時30分
●場所／山科中央公園（西野阿芸沢町）
●内容／団員の基本となる規律訓練・服装点検及び小型動力ポンプを使
った訓練
●問合せ先／山科消防署（電話592-9755）
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6月3日（日）〜6月9日（土）は「危険物安全週間」です○
危険物　めざせ完封　ゼロ災害

　消防法で定められている危険物は一般的に「毒物」、「劇物」、「高圧
ガス」以外で次のような特徴を備えたものです。
1 火災発生の危険が大きい
2 火災拡大の危険性が大きい
3 消火の困難性が高い
　私たちの身の回りにはガソリン、灯油、シンナー、塗料など多くの
危険物があります。静電気などでも簡単に火が付き火災になるおそれが
あるので取扱いには十分注意しましょう。
●屋外でバーベキューを行う時の注意点
　これからの季節は海や山へと出かけ、キャンプやバーベキューをする
機会が増えてきます。その時使用するゼリー状の着火剤も危険物（引火
性固体）です。火の付いているところにつぎ足すと、急に炎が大きく
なるので危険です。
●使用上の注意点
1 つぎ足しは絶対にやめましょう。
2� 使用後はふたを閉め、コンロの近くなど高温となるところへは置か
ないようにしましょう。
3 �水バケツなど消火の準備をしておきましょう。
●問合せ先／山科消防署（電話592-9755）

HIV検査を受けてみませんか？○
6月1日（金）～７日（木）は「HIV検査普及週間」です！

　京都市では、平成18年以降、毎年約20人のHIV感染者・
エイズ患者の報告があります。特に近年は、受診時に
エイズを発症している事例が多くなっています。自分
は大丈夫と思うのではなく、まずは、HIV検査を受け
ましょう。

京都市HIVマスコット「あかりん」
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　HIV検査普及週間は、国民のHIVやエイズに対する関心を高め、HIV
検査の浸透・普及を図るために厚生労働省及びエイズ予防財団が呼び
かけているものです。
　この機会にあなたも検査を受けてみませんか？
＜山科保健センターでのHIV抗体検査のご案内＞
●実施日／毎週金曜日 午前9時～10時30分（検査結果は2週間後に
お渡しします。指定の日に必ず本人が保健センターにお越しください）
●料金／無料　※匿名で受けられます。
　同日、クラミジア、淋菌、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの検査も
行っています。
　京都市では市内各保健センターや夜間即日検査等も実施しています。
詳しくは、下記担当までお問い合わせください。
●問合せ先／区保健センター成人保健・医療担当（電話592-3477）

情報掲示板

申告・手続き

　5月31日（木）は、軽自動車税の納期限です。
○納期限を過ぎると、延滞金がかかります。
○市税の納付には、便利で確実な口座振替をご利用ください。
問合せ先　課税内容、納付相談／市納税推進課（電話213-5467）、口座
振替／市納税推進課（電話213-5466）

■平成24年度分の市・府民税の証明は、6月1日（金）から
　平成24年度分市・府民税の課税証明書、所得証明書及び納税証明書は
6月1日（金）から交付します。
　なお、どの種類の証明書が必要か、提出先等に十分にご確認ください。
また、請求される際には、本人確認書類（運転免許証、パスポート、
年金手帳等）をご持参ください。
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問合せ先　区市民窓口課窓口担当（電話592-3094）
■冷蔵倉庫用の家屋に係る固定資産税・都市計画税について
　固定資産評価基準の改正により、冷蔵倉庫（管理温度が摂氏10度以下
に保たれる倉庫）用の家屋について、今年度（平成24年度）から評価額
が見直される場合があります。
　つきましては、冷蔵倉庫と思われる家屋を所有されている方で、申請
がお済みでない方は、その家屋が所在する区固定資産税担当課まで
ご連絡ください。
　なお、実地調査が必要となる場合がありますので、ご協力をお願い
します。
問合せ先　区固定資産税課家屋担当（電話592-3165）
■国民健康保険からのお知らせ　保険料の納め忘れはありませんか
　保険料の負担の公平性を保つため、災害その他の特別な事情もなく
保険料を滞納している世帯に対しては、財産などについて調査し、
給与、預貯金、不動産、生命保険、年金などの財産を差し押さえます。
保険料の滞納がある場合は至急納付してください。
問合せ先　区保険年金課徴収推進担当（電話592-3107）

相談
■無料法律相談
日時　毎週水曜日（閉庁日を除く）13:15～15:15。場所　区第2会議室。
定員　15名。申込方法　当日8:30から整理券配布。先着順。
問合せ先　区まちづくり推進担当（電話592-3088）
■無料行政相談
日時　6月14日（木）13:30～16:00。場所　区第2会議室。
問合せ先　区まちづくり推進担当（電話592-3088）
■行政書士の市民困りごと相談会
日時　6月19日（火）14:00～16:00。費用　無料。場所　区第2会議室。
問合せ先　京都府行政書士会第6支部事務局（電話583-3230）
■生活福祉資金の相談窓口が身近で便利になります
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　山科区社会福祉協議会では、新たに6月1日（金）から、失業などで
お困りの方を支援する総合支援資金（生活支援費・一時生活再建費・
住宅入居費）と臨時特例つなぎ資金の貸付相談をお受けすることになり
ました。
　これまでの福祉資金や教育支援資金、不動産担保型生活資金と合わせ
て、総合的な相談窓口として区民の皆様の安定的な暮らしを支援します。
問合せ先　山科区社会福祉協議会（電話593-1294）

イベント・講座
■児童館・学童保育所まつり
やんちゃワールド2012“やんちゃピック”
　午前は音羽中学校のブラスバンド演奏と各児童館のステージ発表を
します。
　午後はオリンピックにちなんだゲームや遊びをします。
日時　5月19日（土）10:00～15:00（雨天の場合は、午前のステージ発
表のみ）。
場所　大塚小学校。費用　無料。
問合せ先　公益社団法人京都市児童館学童連盟（電話256-0280）、市児童
家庭課（電話251-2380）
■山科図書館（電話581-0503）
※開館時間/10:00～19:30（土･日･祝は～17:00）。休館日/火曜日（祝日
の場合翌平日）と第2･4水曜日。
おたのしみ会
日時等　5月26日（土）11:00～。絵本の読み聞かせ
よんでよんで赤ちゃんの会
日時等　6月4日（月）11:00～。赤ちゃん絵本の読み聞かせ
テーマ図書の展示と貸し出し
6月　一般書　「環境」えほん　「キャラクター」
絵の展示（幼児コーナー）
6・7月は其枝幼稚園児の作品
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■移動図書館「こじか号」巡回　（電話801-4196）
5月23日（水）
10:00～10:40　場所　大塚小学校
11:00～11:40　場所　大宅小学校
5月28日（月）　
10:00～10:50　場所　西野山分譲集会所前
11:10～11:40　場所　山階南小学校
13:00～13:40　場所　陵ヶ岡小学校
■「第8回こどもの文化フォーラム」
　会館全施設を使用して子どもたちを対象にした様々なイベントを実
施します。音楽やダンス、おもちゃのリサイクル、演劇鑑賞等を体験で
きます。
日時　6月17日（日）10:00～16:00。場所　東部文化会館。費用　無料。
申込方法　不要。
問合せ先　東部文化会館（電話502-1012）
　
募集
■山科青少年活動センター　　
（電話593-4911、FAX593-4916　E-mail: yamashina＠ys-kyoto.org　
URL: http://www.ys-kyoto.org/yamashina/）
「やませいへイコ」参加者募集！
　ひとりでも気軽に参加できるプログラムです。今回は、ギョーザづく
りを行います。
日時　5月19日（土）14:00～17:00。費用　100円。場所　当センター。
申込方法　電話、FAX、E-mail。
「自習室」あります！
　勉強をしたり、本を読んだりできます。
日時　当センター開館時間中（平日10:00〜21:00。日・祝10:00〜18:00。
水曜休館）。
場所　当センター。
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費用　無料。申込方法　不要。
※いずれも、
対象　市内在住または通学・通勤している中学生～30歳の方。
■京都市戦没者追悼式
　京都市では、市民の方々と共に、先の大戦で犠牲になられた方々を
心から追悼し、その尊い犠牲を無にすることがないよう世界の恒久平和
を願い、戦没者追悼式を行います。
　参列者遺族の範囲は、戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹及び三親
等以内の祭祀者で１年以上戦没者と生計を共にされた方。
日時　6月15日（金）14:00～15:00（受付開始13:15）。場所　大谷ホール（下
京区花屋町烏丸西入）
申込方法　5月17日（木）から5月25日（金）までに、お住まいの地域
の区役所・支所福祉部福祉介護課へ（入場整理券をお渡しします。入場
には整理券が必要です）。
問合せ先　区福祉介護課福祉担当（電話592-3214）
■山科中央老人福祉センター
（電話501-0242、FAX501-0340）
「初めての将棋教室」「初めての囲碁教室」受講生募集
①「初めての将棋教室」
日時　第1～第4（火）10:00～11:30。
②「初めての囲碁教室」
日時　第1～第4（木）10:00～11:30。
場所　山科中央老人福祉センター和室。受講期間＝7月～9月末まで。
対象　将棋・囲碁の初心者で市内在住の60歳以上の方。申込方法　6月
1日（金）～6月30日（土）。（本人が直接来所）
■「第1回市民創造ステージ・イースト」出演者募集
　山科区及び伏見区醍醐地域を拠点に音楽、舞踊、演劇など舞台文化芸
術活動をされているサークルや団体または個人の皆様に、当会館の舞台
を活動成果発表の場として提供する催し物の出演者を募集します。
日時　8月19日（日）13:00～16:00。場所　東部文化会館ホール。
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費用　無料。対象　山科区及び伏見区醍醐地域を拠点に活動されている
団体または個人（10団体程度）。
申込方法　5月1日（火）～5月31日（木）。会場で配布する出演申込書に
必要事項を記入のうえ、東部文化会館事務所へ提出。
問合せ先　東部文化会館（電話502-1012）
■「第8回コーラスフェステバルin山科・醍醐」の出演団体を募集します
　山科区及び伏見区醍醐地域を拠点に活動を行うコーラス団体を募集
します。
日時　10月28日（日）13:00～16:00。
場所　東部文化会館ホール。
費用　参加費として一人750円を徴収します。
対象　山科区及び伏見区醍醐地域を拠点に活動を行うコーラス団体（12
団体程度）。
申込方法　5月15日（火）～5月31日（木）。会場で配布する出演申込書に
必要事項を記入のうえ、東部文化会館事務所へ提出。
問合せ先　東部文化会館（電話502-1012）
■みんなに伝える野菜のパワーと古都の味。京クッキング！
　6月は食育月間です♪今年の食育月間のテーマは、京の旬野菜！市内
農家から届いた野菜を使って、野菜本来の味わいや京都（古都）の味を
味わう教室を開催します。区保健センターの管理栄養士が「京の旬野菜
でからだにやさしい食生活」についてお話をし、調理実習では「市内農
家直送！京の旬野菜クッキング」試食・交流会を行います。
日時　6月27日（水）10:00～12:00。
場所　山科保健センター2階栄養室（受付9:45～。1階36番へお越しくだ
さい）。
費用　500円。対象　18歳以上の区民の方。
必要なもの　エプロン、三角巾（スカーフなど）、手拭きタオル。
申込方法　6月20日（水）８:30から開始（電話、窓口にて）。
問合せ先　区保健センター成人保健・医療担当（電話592-3477）
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「山科区更生保護サポートセンター」が開設されました○
　区内の更生保護の活動拠点である「山科区更生保護サポートセンター」
が、区役所に隣接する旧休日急病診療所の2階に開設されました。この
センターには、保護司が常駐して、保護観察を受けている方の立ち直り
のための支援や、住民からの犯罪・非行相談に応じるなど、地域に根ざ
した犯罪・非行予防活動に取り組み、安心・安全のまちづくりに役立つ
ものと期待されます。
●日時／月曜日〜金曜日（平日のみ）午前10時～午後4時。
●問合せ先／山科区更生保護サポートセンター（電話595-1221）

いきいき転倒予防教室（参加無料）○
　みんなで体力測定、ストレッチ、筋トレ、脳トレゲームなどを行います。
いすに座って運動するので、初めての方も楽しめます。
●期間／6月5日〜8月28日の毎週火曜日（計12回。※8月14日は休み）。
●時間／①9時30分～10時30分
　　　　②10時45分～11時45分
●場所／愛生会山科病院新館5階第1講義室
●対象者／介護保険サービスを利用されていない65歳以上で医師による
運動制限のない方
●定員／①②各10名（先着順）
●持ち物／動きやすい服装、汗拭きタオル、飲み物
●申し込み／5月21日（月）午前9時から、山科区地域介護予防推進
センターへ電話
●問合せ先／山科区地域介護予防推進センター（電話583-6205）
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名神高速道路の立入者接触事故注意！○
　名神高速道路では近年、歩行者や自転車、原付バイクが料金所出入り
口やのり面から進入する事例がよく起こっています。ドライバーもこう
いった事例を予測していないため、重大な事故につながることがあります。
　高齢者や幼児がおられるご家庭では、特にご注意ください。
●昨年1年間の名神高速道路内立入者	合計50人
　うち、歩行者33人、自転車10人、原付バイク5人（進入手順不明2件）
●問合せ先／西日本高速道路㈱茨木管理事務所（電話072-622-4887）

京の旬野菜レシピ○
万願寺唐辛子と賀茂茄子のみそ炒め
●材料（4人分）
・万願寺唐辛子……………7本
・賀茂茄子…………………1個
・にんにく…………………1片
・サラダ油…………………大さじ2
　　 ・スープの素………大さじ3
　　 ・みそ………………大さじ1
　　 ・酒…………………大さじ1
　　 ・しょうゆ…………大さじ1
　　 ・砂糖………………大さじ1

●料理の作り方
①万願寺唐辛子は種を除いて1cm幅に切り、賀茂茄子は1cmくらいの
乱切りにする。にんにくはみじん切りにしておく。
②フライパンにサラダ油とにんにくを入れ香りが立つまで熱し、賀茂茄
子、万願寺唐辛子の順に入れ、全体に油が回ったら、 Aを加えて絡める
ように炒め合わせます。
●問合せ先／区保健センター成人保健・医療担当（電話592-3477）

A
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神社「三之宮」に観光案内板が設置されました○
　おこしやす“やましな”協議会では、東野八反畑町の神社「三之宮」に、
新たに観光案内板を設置しました。案内板では、史跡の紹介だけでなく、
訪れた方々が近隣名所を散策できるように、周辺地図と、折上稲荷神社
や坂上田村麻呂公園までの所要時間なども掲載しています。鵜葺草葺
不合尊（うがやふきあへずのみこと）を祀り、
醍醐天皇の時代に本社殿が建立された由緒あ
る神社を一度訪れてみてはいかがでしょうか。
●問合せ先／おこしやす“やましな”協議会
区総務・防災担当（電話592-3066）

環境施設見学会『エコバスツアー』○
～参加団体募集～

　区民の皆様に、クリーンセンターや資源リサイクルセンターなど京都
市のごみ処理施設等を見学していただく、エコバスツアーを開催します。
　エコバスツアーで施設を巡って、身近なごみ問題を見つめ直し、環境
に優しいライフスタイルを考えてみませんか？
●対象／グループやサークル、地域の団体、これから取り組みを始めよ
うと思っているグループなど、環境に関心のある団体ならどなたでも参
加できます（営利法人を除く）。
●見学施設／市内クリーンセンター、資源リサイクルセンター、エコラ
ンド音羽の杜（埋立処分場）など
　希望の施設を自由に組合せ可能です。
詳しくはエコまちステーションまで
●費用／無料
●定員／1組30名まで（要相談）
●実施期間／24年7月〜25年3月

（実施日は、お問い合わせください。）
●問合せ先／山科エコまちステーション（電話366-0184）
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勧修小学校タグラグビーチーム○
全国大会へ出場！
　3月17日、18日に東京秩父宮ラグビー場及び国立競技場で開催された

「第8回サントリーカップ全国小学生タグラグビー選手権大会」に、
勧修小学校のタグラグビーチームが22年度に続き、2度目の出場を果た
しました。
　予選を2位で通過し、決勝トーナメントに
進出しましたが、初戦となった準々決勝で
延長戦の末1点差で惜しくも敗れ、全国7位
という結果でした。
　今後一層の活躍を期待します。
●問合せ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088）

「こども110番のいえ」スタンプラリー○
　家の玄関や門に貼られている緑の看板「こども110番のいえ」
を皆さんご存知ですか？
　これは、登下校時の子どもの安全を守るため、緊急時に
子どもが助けを求めて飛び込める家として、地域の方に協力
してもらっているもので、平成9年に始まりました。ところが、
よく見ると色があせていたり、割れていたりする看板もあり、
また日中お留守の家にも貼られていたりし、子どもを持つ親としては

「いざという時に助けてもらえるだろうか？」という不安を持たれるか
もしれません。
　音羽川学区内では、現在124軒の方に「こども110番のいえ」として
ご協力いただいていますが、このような不安を解消すると同時に、子ど
もたちと「こども110番のいえ」の方が顔を合わせる機会を作るために、
2月28日にスタンプラリーを初めて行いました。
　実施に当たっては、音羽川小学校の全面的な協力を得て、5・6時間
目に2年生と5年生全員が参加し、グループで歩きながら「こども110番
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のいえ」を巡ってスタンプを集めました。最初は恐る恐る呼び鈴を押し
ていた子どもたちでしたが、何軒も回るうちに慣れてきて、勢いよく大
きな声で挨拶していました。5年生は2年生がはぐれないように、緊張
しながらもリーダー役を果たしていました。
　同小学校の松村校長は「日頃、見守っていただいている地域の方々と
のつながりを確認するいい機会になりました」とおっしゃいます。今回
の取り組みでは、交通量の多い地点の安全確保やはぐれる子どもが出な
いように、地域の役員さんやPTAも見守りの協力をされました。
　音羽川学区自治連合会の澤田会長は「大人は子どもが来てくれると
実に嬉しそう。直接顔を合わせることで、大人の側にも『こども110番
のいえ』の役割を再認識してもらえた」とのことです。
　楽しみながら地域の絆を深め、子ども自身もグループ行動で責任感が
育つ。地域と学校とが連携することで有意義な取り組みとなったようで
す。
●問合せ先／区まちづくり推進担当（電話592-3088）

楽しみながら家々を巡ります


